
 困りごとや悩みに寄り添う体制の強化（多文化キッズコーディネーターの配置）

ねらい
日本語を母語としない子どもとその保護者の困りごとや相談に寄り添い、必要な情報や支援が行き届くよう、学校、地域、NPO、行政機関等
が連携した体制を構築する

区市町村が、日本語を母語としない子ども等とその保護者の様々な困りごと（学校や生活全般の悩み等）に寄り添う「多文化キッズコー
ディネーター」を配置する取組を支援概要

多文化キッズ
コーディネーター

学校

在籍学校への出
席認定依頼や学
習状況の報告

地域

地域の居場（NPO法人
等）につなぐ

行政機関

子どもと保護者の
困りごとを適切な
窓口へつなぐ

学校や進路の悩み、生活全般の困りごとに寄り添い、適切な部門へつ
なぐ

対応のサポート
研修の提供
連絡会議の開催

事例共有
困難案件の相談

財団職員（常
勤）と各分野
（法律、精神保
健、社会福祉、
日本語教師、教
育、多文化等）
の専門家で構成

 国際交流協会のスタッフ
 地域日本語教室のコーディネーター

（子供への日本語教育関係者）
 子供食堂を含め、地域において子供

支援活動をしている社会福祉士（地
域福祉関係者）等

想定する人物像

つながり創生財団

スーパーバイ
ザーチーム

専門家によるチーム体制

事 業 内 容
 区市町村が「多文化キッズコーディネーター」を配置する際の財政支援（人件費補助）

 つながり創生財団に設置するスーパーバイザーチームによるサポート ／ 研修機会の提供 ／ 連携会議の開催 等

 日本語を母語と
しない子ども等及
びその保護者と、
学校・行政機関、
NPO等の間に
入り調整を行う。

 子どもと日常的に
接触できる場所
を巡回し、子ども
とその保護者の
状況・困りごとを
把握。地域のリ
ソースと連携して
適切な支援や情
報につなげる。

等・・・

３．日本語を母語としない子どもへの支援

令和5年度
スケジュール(案)

スキームイメージ

・4~6月 要綱等作成 ・5~6月 自治体、協会等にヒアリング

・6月~7月 公募開始 ・8~9月 補助金支給先 決定
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